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【概 要 】

算数科の目標は、「数量や図形 についての算数的活動を通 して、基礎的な知識 と技能を身

に付 け、 日常の事象 について見通 しをもち筋道を立てて考える能力 を育て るとともに、活

動の楽 しさや数理的な処理の よさに気付 き、進んで生活に生かそ うとす る態度 を育てる。

(学習指導要領 平成11年5月)」 ことである。 この 目標 を達成するためには、問題解決

の過程 において数学的 な考 え方の育成 を一層重視す る必要があると考え、表記 の共通主題

を設定 した。

各分科会は、数学的な考 え方を分析 し、児童の実態等 を踏 まえ、それぞれの研究主題を

設定 した。 そ して、次の視点か ら数学的な考 え方 を育てる指導 と評価及び個への指導 ・支

援について実践的に追究す ることとした。

低学年分科会 ・…

中学 年分 科会 ・…

第5学 年分科会 …

第6学 年分科会 …

問題 の場面や解決までの思考 ・手順を、自分な りの方法で視覚的に

表 した り、言葉で表現 した りす ることを通 して、式の意味 を正 しく

とらえ られる児童の育成。

数 を多面的にみ る指導 を通 して、児童が問題解決の場面に合 った適

切 な見方 を選択 し、活用す る力 を身 に付 けさせ、数の見方を広 げる

指導の工夫。

関数 の考えの重要性 を明 らかに し、そのよさを感 じる経験 を積み重

ね ることにより、関数 の考 えのよさに気付 く児童を育て る指導の工

夫。

数 と計算の領域において、既習事項 をいくつかの視点で分類 し、そ

れ を意識付けることにより、児童の既習事項 を活用するカを高める

指導の工夫。
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式の意味を正しくとらえられる児童の育成(低 学年分科会)

1主 題設定の理 由

平成8年7月 の 中央教育審議会第一次答 申において、「生 き る力」を身に付 け させ てい くこ

との重要性が示 された。 これ を受 けて、教育課程審議 会の答 申にお ける算数、数学科の改善

の基本方針 には、「小学校 、中学校及び高等学校 を通 じ、数 量や図形についての基礎的 ・基本

的な知識 ・技能を習得 し、それ を基 に して多面的 にもの を見 る力や論理的に考 える力 な ど創

造性の基礎 を培 うとともに、事象を数理的 に考察 し、処理す ることのよさを知 り、 自ら進ん

でそれ らを活用 しよ うとす る態度を一層育 てるよ うにす る。」 と示 されている。

この よ うな時代に学習 を進 め るに当たって、式 の意味 を十分に理解 して使 え るこ とは非常

に重要な ことである。式は、多面的に ものを見た り、論理的 に考 えた りす るときの思考 の道

具 として用 いた り、 自分 を表現す るための手段 と して用 いた りす ることができ るものだか ら

である。

しか し、平成15年 度に文部 科学省 が実施 した教育課程実施状 況調査や平成16年 度の東京

都算数教育研究会の実態調査(p.7資 料参照)の 結果、場面や根 拠を明 らかに して立式 した

り、式 を見て場面や手順 を とらえた りす る問題の正答率が低 く、式 の意味の理解が不十分で

ある と考 え られる。

また、 日頃の指導か らは、児 童の実態 として、計算 をす ることには意欲的で あるが、立式

した り式に表 され ている考 えをよみ とった りす ることには戸惑 う姿が見受け られ る。

本分科会では、 この ような実態の原因を、問題場面 の数 の関係や構造 と式 とを対応 させて

正 しくっかめていないか らで ある と考 えた。加法や減法 の学習 において式が何 を表 してい る

のか に気付いた り、立式の誤 りに気付 いた りす るよ うにな るためには、図 と式 とを対応 させ

て見 ることが必要であ る。 そ こで、低学年の うちか ら式 と問題場面 と解決 の際に用いた手段

や方法 とをそれぞれ関連付 けて考 え るよ うにさせ ることに よ り、式の意味を正 しくとらえら

れ る児童を育成できる と考 えた。

U研 究のね らい

式の意味 を正 しくとらえ させ るた めの指導方法 を明 らか にす る。

皿 研究の仮説

式 と問題場面 と解決の際に用いた手段や方法を意図的に関連付 けて考えさせ る活動 を取 り

入れ ることで、式の意 味を正 しくとらえられ るよ うになる。

N研 究の内容

1式 について

(1)式 の働 き

小学校学習指導要領解説算数編 では、「D数 量関係」にお ける主 な内容の解説の 中で、式の

働 きについて、次の ように記 してい る。
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D数 量関係

b.式 で表す ことと式を よむ こと

日常 の事象 の中にみ られ る数量やその関係 などを表現す る方法 と して、図、表、グラフ及

び式 がある。そ の中で も式 は、事柄や 関係 を正確 に、明瞭 に、 また一般 的に表す ことがで き

る優れ た表現方法であ る。式 の指導 においては、具体的な場面 に対応 させ なが ら、事柄や 関

係 を式 に表す ことがで きるよ うにす る とともに、式 を通 して場面な どの意味を よみ とった り、

式 を用 いて自分の考 えを説 明 した り、式で処理 した り考 えを進 めた りで きるよ うにす ること

が大切 である。 ～ 中略～

式 には、次の ような働 きがあ る。

ア)事 柄や 関係を簡潔、明瞭、的確 に、また一般的 に表す ことがで きる。

イ)式 の表す具体的 な意味 を離れて、形式的 に処理す ることができ る。

ウ)式 か ら具体的な事柄や関係 をよみ とった り、よ り正確 に考察 した りす ることができる。

エ)自 分の思考過程 を表現す るこ とができ、それ をほかの人に的確 に伝達す ることができる。

〈小学校 学習指導要領 解説 算数編 文部省 平成11年5月58～59ペ ー ジより〉

(2)式 の意味 を正 しくとらえる とは

本分科会では、式の意味 を正 しくとらえているとい うことを、次の よ うな3観 点(式 に表

す ・式 をよむ ・処理す る)の 力 を併せ もち、具体的な場面 と算数 の世界 とを 自由に行 き来で

きる状態 にあることと した。

〈式に表す 〉

・い ろい ろな具体的場面 を一般化 し、簡潔 、明瞭 、的確 に表す。

・思考の過程や解 決まで の手順 を表す。

〈式 をよむ 〉

・式 によって一般 化 されてい るものを、具体的

な場面に戻す。

・思考の過程や解決 までの手順 をよみ とる。

〈処理す る〉

・計算の しくみや 方法 を理解 し、処理 する。

式の意味

具
体
的
な
場
面

式醸i雄i 算
処数
舞 の蟻
世
1る堺

亨 究τ一 一,ヤ 尊 ゴ'

武を占迄

2式 の意 味を正 しくとらえ るために

演算の意味を理解 して いないた めに、正 しく立式 できない揚合がある。 また、正 しく立式

できた としても、問題場面 を正 しくとらえて立式 してい ない場合 もある。そ こで、解決の際

に用 いた手段や方法 を表現 させ ることに より、 自他 の思考過程 が明 らか にな り、式の意味 を

正 しくとらえ られ るよ うになる と考えた。そ こで本分科会では、演算の意味 をとらえること、

思考過程等 を表現す るこ とにおいて指導の工夫を研 究するこ ととした。 さらに、表現 され た

もの を問題場面や式 と意 図的に関連 させ る指 導を行 うことが大切 であ ると考 えた。そ こで問

題場面 と式を関連 させ ることにおいて も指導の工夫 を研 究す るこ ととした。

(1)演 算の意味を とらえる こと

演算の意味を正 しくとらえるためには、共通の根拠をもたせ ることが大切である。立式 の際に
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は、「あわせ る」「とる」などの演算を表す言葉 を根拠にす るだ けでなく、問題場面を様々な方法

で表現することを通 して、演算の意味を正 しくとらえ られ るよ うにする。

(2)問 題場面や思考過程 を表現す ること

問題場面や思考過程 を表 現す るためには、その手段や方法 を児童 自身が知 らなければ表現

す る ことはできない。 そ こで、学年や 単元、実 態な どに応 じて全体指導 を行 い、次の よ う

な表 現の手段や 方法 を適 宜知 らせ 、価値付 けしてい く。 さらに、授業で行 った表 現の手段

や方 法を活用 してい くことに よ り、定着 を図ってい く。

表 学
現 年
の に

手 応
段 じ
や た
方
法

低学年 中学年 高学年

操作

活動

具体物

半具 体物(ブ ロックなど)

絵 ・図 ・ア レイ 図

言葉

記 号

半具体物

図 ・テープ図
ア レイ図 ・線分図

言葉

記号

半具体物

線分図 ・数直線

面積図

言葉

記号

絵 ・図

言葉

記号

※ 「ア レイ図」は、いくっあるかが一見 して分かるように0を 縦横双方向に配列 した図である。

「テープ図」は、数量をテープの長さに置き換えて、数量の関係 を1本 のテープの図に表したものである。

(3)問 題場 面 と式 を関 連 させ る こ と

式 の意 味 を とらえ るた め に、 次 に あ げ る① ～⑥ の場 面 に お い て意 図的 に表現 す る活動 を取

り入 れ 、 問題 場 面 と式 を関 連 させ て い く。

問題場面 む
○

③④⑤ ○ ③④⑤⑥

式

① ノ
痴 ご用七ヤだ毛段

や芳法を表現する

2⑥

場面 関連 させ るよさ 具体例

① 問題 を正 しく

理解する場面

視覚的に問題場面を理解できる。 絵や 図 にか く。

問題場面を整理 し問題の構造や関

係を把握できる。

数直線にかいて関係を整理する。

② 根拠 を明確 に
して式 を立て

る場面

演算決定の根拠(手 助け)と なる。 ブ ロ ック を操 作 し、た し算の場 面で あ

る こ とを理解 す る。

問題 の構 造 を とらえ、式 を考 える

こ とがで き る。

複合図形に補助線を入れ、式 を考える。

③ 式が正 しいか

を振 り返 る場

面

自分の立てた式が正 しいかを吟味

す る手助け となる。

操作で確かめる。

立式 した考 えを、ほかの表現で正

しいか振 り返ることができる。

分数の乗法において、面積図で考 えた

ものを数直線図で表す。

④ 式 を説明す る

場面

自分の考 えを指導者や他 の児童に

説明できる。

交換法則な どア レイ図にかいて説明す

る。

⑤ 式か ら問題 を
っ くる場面

式 の意 味 を正 しくと らえ、問題 文

をつ くる。

作問す る。

式の表す場面を動作化する。

⑥ 式 を処理する

際の理解を深

める場面

計算の過程に含まれ る処理の意味

を理解す る。

繰 り上が りのた し算で、加数を分解す

る過程 をブロックで表現 しなが ら考 え

る。
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3式 の意味 を正 しくとらえるた めの手だて

i嵩1顎舞 轟轟
》

「3+2」 が 「合 わせ る」場面である ことをブ ロックの操作で確認す る。例簾
稟纏 純 諭画 藁

ら 「4+3」 を確 認 す る。

IB表 現 す る こ と1『 問題の文章に 「3ひき」が先に出てきても・
「3+4」 にならないこともありますね。』① 表現の手段や方法 をもたせ る

。

例:問 題解決 を通 して様 々な手段や方法があることを知 らせ る。

例:自 分な りの手段や方法 で表現 させ る。

例:学 習 した表現 の手段や方 法を教室 に掲示す る。

② 表現 の必要性 を感 じた り、 よさを実感 した りで きる場 面を設 定す る。

例:加 数、減数、乗数な どが先に出てくるな ど、立式 を間違 いやすい課題 を設 定す る。

例=図 や数直線 で表現 しない と問題 を把握できない課題 を提 示す る。

匝 関連させること}

① 場面や思考過程を図や数直線などで表現させて、式を立てさせる。

② 立てた式を図や数直線などで表現させて、場面や思考過程を説明させる。

③ 図や数直線で表現されたもの同士の関係を説明させる。

V実 践事例

第1学 年 単元名 「た しざん」

(1)ね らい

1位 数 同士の繰 り上が りのある加法計算の仕方を、10の ま とま りに着 目して考 える。

(2)展 開 △学習状況が十分満足できる児童への支援 ▲努力を要する児童への支援

課

題

把

握

学 習 活 動

主な発問(T)、 児童の反応(C)

1課 題 を把握する。

にわ とりが たま ごを9こ うみま した。

あとか ら たま ごを4こ うみま した。

た まごは ぜんぶ で なん こに な りま したか。

T式 は どうな りますか。

C9十4。

T今 までの計算 と同 じよ うにできるかな。

主題 との関連(☆ 〉、指 導上 の留 意点

(※)、 評価 評、個への支援(△ ▲)

※ なぜ 、9+4の 式でよいか確

認す る。

9+4の 計算 の仕方 を考えましょ う。
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自

力

解

決

発

表

・

検

討

ま

と

め

2自 力解決をす る。

T友 だちや 先生 に計算 の仕方が分か るよ うに説明

しま しょう。

〈加数分解 〉

C1ブ ロック操作

[[[口-口 ・穏一睡翻
94

「10に な る よ うに 、

前 に1こ あげ よ う。 」

C3数 と言葉

9と1で10。

4か ら1を とって

3。10と3で13。

C2絵 ・図

(⑩ 騰
9と1で10

C4式

①9+1+3=13

②9+1=10

4-1=3

10十3=13

〈その他 〉

C51か ら数える

・1か ら一 っ ず っ数 えた す。

C6数 えた しで

目1口 口 目1← 睡羅鍵鰯
・9か ら10 、11、12、13と 数 え る 。

C7分 か ら な い

3発 表 ・検討す る。

T(C4② を指 し)9+1=10

の意味 は何ですか。

ClOの ま とま りを作るために、

後ろの4を1と3に 分けて考

えま した。

その考 えの図は どれですか。

(C2の 図 を指 し)こ れです。

T

C

T

C

C4式

②9+1=10

4-1=3

10十3=13

C2絵 ・図⑩
9と1で10

C1～C4の 考 え の同 じと ころ は どこ です か。

どれ も4を 分 けて10の ま とま りを作 ってい ま

す。

T9+4は10を 作 る た め に

4を1と3に 分 けて 、

9+1+3=13と 計算 で き ます ね 。

4今 日の 学習 の ま とめ をす る。

T9+3の 計 算 を しま しょ う。

1・ ・のま とま りを つ くって けい さん する1

T今 日の感想 を書 きま しょ う。

B自 分の考 えを表現 させる

図や言葉 で操作 した ことをか

く。

思考過程 をよ り詳 しく表せ る

よ うに、記号や数や言葉 を加 え

させ る。

囲 自分な りの方法で表現できる。

△ その場 で説明 させ る。

△ ほかの方法で表現 させる。

▲ ブ ロックを置き、操作 したこ

とを 口頭 で言わせ 、絵や 図にか

かせ る。

※ 被加数分解の考えが出た場合

も同様に扱 う。

※C1か らC4を 発 表 させ る。

lC関 連 させ る1

☆ 前の発表 の考 えや 、ブロ ッ

ク ・絵 ・図な どと関連 させ る発

問 をす る。

國 いくっかの方法で表現された

もの を、関連 させ ることができ

る。

△ 友達 に分か るよ うに説明 させ

る。

▲ 友達 の説明 を聞 く。

囲10の まとま りに着 目して考 え

てい るか。

△ 考 え方 を発 表 させ る。

▲ ブ ロ ックを使 って10の ま と ま

りを作 らせ る。
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VI成 果 と課題

〈成果 〉

・式の意 味を とらえ させ る指導にお ける具体的な表現の手段や 方法について
、実践 を通 して

それ ぞれ の特徴及び有効性 を明 らかにす ることがで きた。

・児童が演算 の意味を正 しくと らえ られ るよ うになった
。

・式 と問題場面 と解決の際に用いた手段や方法を関連付けて考え させ る活動を意 図的に取 り

入 れ ることで、式の意味 を正 しくとらえよ うとす る児 童が増 えた。

・新 しい問題場面に出会 った とき
、 自らの力 で問題 を とらえよ うとす る態度が育った。

〈課題 〉

・乗法 ・除法 の意味を正 しくとらえるための手だてについて も明 らかにす る必要が ある
。

・表現 の手段 ・方法におい て、他学年 との関連を明 らかに してい く。

・問題場 面や個の発 達段階 に合 わせ、 どの表 現を取 り上 げるのか検討 していく必要がある。

亙
○ 「数 と計算」で は、計算技能 の問題 の通過率を見 ると、設定通過率 と同程度以上 と考え られ

るものが多い。過去同一問題 について も、前回 よ り有意 に上回 ってい るものが多い。その一

方で、分数の除法 の式を作 る問題(6年)な ど、計算の意味理解 に関わる問題 では、設定通

過率 を下回 る問題 があ るな ど課題 が見 られ る。

○ 評価の観点別 に見 る と、第5学 年 の 「数学的 な考え方」にお いて、数量の関係の規則性 を

とらえて式 に表現 した り解決 した りす る問題 での通過率が設定通過率 を下回 った り、前回 よ

り有意に低下 した りす るな ど、課題 が見 られ る。

〈文部科学省 平成15年 度教育課程実施状況調 査の結果(小 学校)よ り抜粋 〉

年 場面を読み取り正しく立式できるかをみる問題 正答 ・正答率(%) 誤答例 ・率

1
男の子が6人 、女の子 が9人 います。 女の子は、

男の子 より なん人 おおいで しょうか。

しき

9-6(=3)
70% 「6-9」 ・10%

〈東京都算数教育研究会 平成16年度学力実態調査の集計 と考察より抜粋〉

1数 の見方を広げる指導の工夫(中 学年分科会)1

1主 題設定の理由

平成10年7月 の教育課程審議会の答 申には、算数、数学科 の改 善の基本方針 と して 「小 学

校、 中学校及び高等学校 を通 じ、数 量や図形 について の基礎的 ・基本 的な知識 ・技能 を習得

し、それ を基に して多面的に ものを見る力や論理 的に考 えるカな ど創 造性 の基礎を培 うとと

もに、事象を数理的に考察 し、処理することのよさを知 り、 自ら進んでそれ らを活用 しよ う

とす る態度を一層育てるよ うにす る。」 と記 されている。

また、『小学校学習指導要領解 説算数編』(平成11年5月)に は 「数についての見方や感覚 」
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について、 「(略)数 についての豊 かな感覚 を育て、 日常の問題解決 に数 を積極 的に活用 して

い くことができるよ うに してい くためには、数を多面的 にみ る見方 を低学年か ら育成 してい

くことが必 要である。」 と述べ られ てい る。

例 えば買い物 をす る際に代金 を概数 で計算す るな ど、数 の見方 の指導 を重視することによ

り、算数の学習内容 を 日常生活の場面において役立て る力 にっ ながる。

この よ うに、多面的 にみる見方 を育成 し、'数の見方 を広 げて い くことは、算数科の学習や

日常の問題解決場面にお いて とて も大切であ る。

しか し、 日頃の指導か らは、算数科の学習にお ける課題 と して、以 下の点が挙 げ られ る。

・問題場面に合 った適切 な数 の見方 を選択できない児童がい る
。

・日常 の場面において、数の大 き さを把握す るこ とが十分で きてい るとは言 えない。

・概数や概算 を用 いて答えを見積 もろ うとす る態度が十分に身に付いていない
。

数の見方 を広げ るた めには、数の多面的な見方がで きるよ うにな ることが必要である。そ

こで、本分科会では、数を多面的 にみて、問題解決の場面 にあった適切 な数の見方を選択 し、

活用す る力 を どの児童 にも身 に付 け させ たい と考え、「数の見方 を広 げる指導 の工夫」を研究

主題 と して研究 を進 めることに した。

皿 研究のね らい

・数の見方 の指導内容 の一覧表 を作成す ることによ り、 中学年で育 てたい数の見方 を明 らか

にす る。

・数 の見方を広 げるた めに有効 な課題 について明 らか に し、数の見方が広 がってい く児童の

思考過程 に沿 った指導の工夫 を明 らかにす る。

皿 研究の仮説

次の ような指導をすれ ば、数の見方を広げることができる よ うになるだろ う。

・数を多面的 にみることのよ さを感 じられ る課題 を提示す る。

・数 を多面的 にみ ることのよ さに気付かせ る発問や支援を工夫 す る。

IV研 究の内容

1数 の見方の分類

中学年分科会では、以下の4点 の見方 を 「数の見方」 としてお さえることに した。

①構 成的 な見方=一 つの数 をほかの数 の和や差 としてみ るな ど、数の構成 をとらえる見方

例1)10と い う数 を8と2の 和 と して と らえる。

例2)「12個 の お は じき を 工夫 して 並 べ る」 とい う活 動 を行 う場 合 、12を2×6、3×4、

6×2と い うよ うに他 の2数 の積 と して み る。

例3)14-8の 計 算 の仕 方 を考 え る場 合 、14を10と4、10を8と2と み る。

例4)96÷8の 計算 では 、96を72と24の 和 とみて 、72÷8と24÷8を 合 わせ た もの とみ る

こ とが で き る。 あ るい は 、96を80と16の 和 とみ て 、80÷8と 、16÷8を 合 わせ た も

の とみ る こ とがで きる。
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② 相対的な見方1数 を、 十、百、千な どを単位 としてみ るな ど、数の相対的な大きさを と

らえる見方

例1)8000は 「1000が8個 集 ま った 数 」 とみ た り、 「100が80個 集 ま った数 」 で あ る とみ

た りす る。

例2)500+700を 、100を 単位 に して5+7と み る。800×5を 、100を 単位 に して8×5と

み る。

例3)1,2を0.1が12個 集 ま っ た数 で あ る とみ る。

③概数としての見方.計 算の性質や結果を概数で見積 もる見方

例1)21+33を50よ り少 し大 きい ととらえる。

例2)計 算 の仕方を考 えた り、計算 の確 かめを した りす る ときに、計算 の結果の 見積 りと

して活用す る。

④関数的な見方:伴 って変 わ る二つの数量 について、一方が変われ ば他方が変わ り、一方

が決まれ ば他 方が決まる とい う見方

例1)乗 数 が1ず つ増 減 した とき の積 の 変 化 の仕 方 を と らえ る。12÷3=4
13÷3=4あ ま り1

例2)除 法 で 除数 が決 ま っ て い る場 合 の被 除数 と余 りの 関係 を と14÷3=4あ ま り2
15÷3=5らえ る

。

①② は、『学習指導要領解説 算数編』に示 されてい る数 の見方である。 さらに本分科会で

は、 「計算の結果への見通 しを もつ」 とい う 「A数 と計算 」領 域の指導の重点を踏 まえ、③

「概数 としての見方」 と、数の変化や規則性 に着 目 した見方 と しての④ 「関数的な見方」を

数の見方に加 えることに した。

④ 「関数的な見方」については、 「『D数 量関係』 が位置 付いている第3学 年以降のみな

らず 、低学年の算数の学習 において も素地的な指 導が行 われ 、児童が算数的活動な どを行 う

際に有効 に用 い られ るものであ る。 」(『 学習指導要領解説 算数編』)と 述べ られている

よ うに中学年以降における 「関数 の考 え」の指導 の素地 とな ってい くものである。

2数 の多面的な見方

本 分科会では 「数の多面的 な見方」 を、数を一つ の見方だ けではな く、いろい ろな角度 か

ら見 ることができることとした。

例 えば、100と い う数の表 し方 を考 える場合 、10×10と い う1通 りの見方で満足 して しま

う児童 もいれば、10×10、20×5、25×4と い うよ うに100を いろいろな角度か らみ るこ と

ので きる児童 もいる。

本分科会では、数 を一つの見方だけでみ るのではな く、構成的 にみた り、相対的にみ た り

す るな ど多面的に数をみ ることができるよ うに指導 して いきたい と考 える。

3数 の見方が広がったと考 えられ る児童 の姿

数の見方が広がった状態 とは、問題解決の場面で児童 が数 を多面的にみて、そのい くつか

の数の見方の中か ら問題場 面にあった適切 な見方 を選択 し、活用で きるよ うになる状 態であ

る と考えて いる。例 えば、第4学 年の除法の学習で、72÷6と い う暗算の問題 にっいて考 え

る と、72と い う数 を70と2に 分 けて考 える児童が多い。 しか し、60と12、36と36と み る

児童 もい る。 その場合、60÷6=10、12÷6=2、10+2=12と 解決 した り、36÷6=6、
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6×2=12と 解決 した りす ることができる。

この場 面で大切 なこ とは、まず72を 多面 的にみ ることがで きるとい うことで ある。その こ

とによ り、72を70と2に 分 けるより、60と12に 分 けた り、36と36に 分けた りすれば、既

習 の計算方法 が活用できる と判断 し、 自力 で解決す ることがで きる。

また、 日常の揚面 に照 らして、数 の大き さを考 えた り、概数や概算 を用 い、答 えをどれだ

けの範 囲で正 しい とす るか を判断で きた りす る児童 も、数 の見方が広がった とい うことがで

き る。

4数 の見方を広げ るための指導の工夫

以下の指導 の工夫 を通 して 、数の見方 を広 げるよ うに してい く。

①多面的な数 の見方をす るこ とのよさが感 じられ るよ うな課題や 、新 しい数の見方 に気付か

せ る課題 の工夫をす る。

② 見積 りや暗算、工夫 して計算 をす る活動等を意図的 に取 り入れ る。

③児童 か ら出 され た数 の見方の よさを認 め、意味付 け してい くことで児童 の共有の考 えと し

てい く。

5児 童の思考過程

児童が次のよ うな思考過程 を繰 り返す 中で、数の見方が広が ってい くと考 える。

問題解決への
意欲の高まり

◇進んで問題解決に
数の見方を活用 して
いこうとする学びの

意欲

く新 し 〈学 ん だ
ことを活用 して

解決す る発展的
な課題の設定〉

魎
繍

● 「数を分けるとできそ うだ」

集 団解決

團
◇ 異 な

● 「も し…だ った ら」

葡
この いつで

使 えそ うだ」

蹴

<数 の見方に着目させ る
発間 ・助言 〉
・「答えの数を見て気付い

たことはあ りますか」
・「数の並び方のひみつを

発見しましょう」
・「どうして00に なるの

で しようか」
・「数の並び方にきま りは

あ りませんか」

〈探究するときの見方 ・考え方
に着目させる発問 ・助言〉
・「もっと数を大きく(小 さく)

したらどうなるでしょうか」
・「他の数のときでも同 じよ うに

できますか」
・「いつで も今の考え方が使えま

すか」

〈数の見方のよさに気付かせ る
発問 ・助言〉
・「この数の使い方で、いい とこ
ろはどんなところですか」
・「今 日の学習でいいな と思 った

数の見方をま とめま しょう」
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6中 学年における数の見方の指導内容一覧表 数の助 ・(鵬蘭 翻 鰍 的な見方 ㈱ としての見方 鰍 的な見コ

=

第3学 年 第4学 年 ◎中韓 で育てたい数の見方の重点内容
数の見方 数の見方

単元名 学習内容 ① ② ③ ④ 単元名 学習内容
① ② ③ ④

大 きい数 ・千万の位までの数の読み方、書き方、構成 ○ 大 きい数 ・千兆の位までの数の読み方、書き方、構成、 ○

の しくみ ・数の相対的な大きさ、系列、順序、大小関係 ○ ◎ の しくみ 命数法、記数法
・10倍 、100倍 、10で 割 った数 の表 し方 ○ ◎ ・数の相対的な大きさ ○ ○

かけ算 ・乗数が1つ ずつ増減するときの乗数と積の関係 ○ ・数直線 ○ ○
・乗法の交換法則 ○ ・末尾に0が ある数の乗法の簡便な計算 ○
・被乗数や乗数を分解 しても積は変わらない性質 ○ ○ ・10倍 ,10で 割った数の表 し方 ○
・被乗数や乗数が10の 場合の乗法計算 O 0 ・十進位取り記数法の仕組み ◎

か け算 の ・何十 ×1位 数 ,何 百 ×1位 数の乗法計算 ◎ わ り算 の ・何十 ÷1位 数、何百÷1位 数の除法計算 ○

筆算(1) ・2位数×1位 数の計算と筆算形式 ◎ ○ ○ 筆算(1) ・2位 数÷1位 数の計算と筆算形式 ◎ ○
・3位数×1位 数の計算と筆算形式 ◎ ○ ○ ・3位数÷1位 数の計算と筆算形式 ◎ 0
・乗法の結合法則 ○

・乗除混合、連除の計算 ○

か け算 の ・1位 数 ×何十 ,2位 数 ×何十の乗法計算 ○ ○ ・2位数÷1位 数の暗算とこれに帰着できる暗算 ○ ○

筆算(2) ・2位数×2位 数の計算と筆算形式 ○ ○ O わ り算 の ・何十÷何十の除法計算 ○
・1位数×2位 数を乗法の交換法則を活用して ○ 筆算(2) ・2位数÷2位 数の計算と筆算形式 ○ ○ ◎
計算 ・3位数÷2位 数の計算と筆算形式 ○ ○ ◎
・2位数×1位 数の暗算とこれに帰着できる暗算 0 ○ ・除法では、被除数 と除数に同 じ数をかけても、 ○ ○ ◎

わり算 ・除法の意味(等 分除,包 含除) ◎ 被除数と除数を同じ数で割っても商は変わらな
・かけ算九九を1回 適用 して、余 りのない除法計 ○ い性質

算 ・末尾に0が ある数の除法の簡便な計算 0
・答えが0に なる除法計算 ◎ 小数 ・小数の意味 と表 し方、位取 り ◎

あ ま りの ・かけ算九九を1回 適用 して、余 りのある除法計 ○
・数直線における小数の表し方 ○ ○

あ る わ り 算 ・小数の相対的な大きさや数の構成、大小関係 ○ ◎
算 ・余りと除数の大きさの関係 ◎ ・小数の加法、減法の計算と筆算形式 ○ 0

・答えの確かめ方 ○ 分数 ・分数の意味と表し方 ◎
た し算 と ・100を 単位 とする加法,減 法の計算 ◎ ・数直線における分数の表し方 ○ ○
ひ き算 の ・3位数+3位 数の計算と筆算形式 ○ 0 ◎ ・仮分数と帯分数の構成や相互の関係 0 O
筆算 ・3位数一3位 数の計算と筆算形式 ○ ○ ◎ ・分母が10の 分数をもとにした分数 と小数の 0
暗算 ・2位 数 どうしの加法,減 法の暗算 0 0 関係
そろばん ・珠の入れ方 とは らい方 ○ ○ が い数 の ・概数の意味 ◎

・加法、減法の基本的な計算 ○ ○ 表し方 ・四捨五入の意味とその方法 0

変 わ り方 ・伴 って変わる2つ の数量関係を表にした り,ロ ◎

児童が
調べ や○などを用いて式に表す

※ ◎の学習内容では 重点的に数の見方をおさえる授業を計画し

今後の問題解決に活用できるようにしていく。



V実 践事例

1題 材名 「25の ひみつ」

2題 材 の 目標

被 乗数 が 「25」のかけ算 の式 を作 り、その規則性 を見付け るこ とに よって、「25」の便利 さ

に気付 く。

3展 開 △学習状況が十分満足できる児童への支援 ▲努力を要する児童への支援

児童の

思考過程

学習活動(◎)と 児童の反応(○)

教師の発問(T)

主題 との関連(☆)、 指導上の留意

点(※)、 個への支援(△ ▲)

課

題

提

示

課 題 把 握

「25のひみつは

何だろう}

◎ 被乗数 が

T25

T

う。

025×2=50

025×

「25」のかけ算の式を作る。

という数字で何を思い出 しますか。

○プールのたての長 さだよ。

○かけ算の答えだよ。

かけられ る数が25の かけ算を作 りま しょ

1=25

《指 導 の 工夫 ② 》

※積まで求めさせる。

※乗数が10ま でに限定する。

※筆算 で積 を求めて もよいことを

知 らせ る。

囲25の かけ算の式を作 る。
△複数作るよ うに助言する。

▲積は加 法で求 めて もよい ことを

助言する。厘5の ひ み つ を み つ け よ う1

課

題

解

決

自 力 解 決

「かける数と答え

の間にはなにか

きまりがあるの

かな」

●

◎ 5×口=○ の式の規則性を探す。 《指導の工夫①》

25×1=25 ☆隣 ×口=Olの 式の並びを見て、

25×2=501 規則性を見付ける。

囲 並んだカー ドから規則性を見付
けてい る。

△ 複数 の規則性 を見付 け させ る。

▲以 下 の言 葉 か け をす る こ とに よ

り、積 の変 わ り方 に着 目させ る。

「答えはいくつずっ増えていますか」

「答えは1つ おきにどうなっていますか」

「かける数と答えをよく見てみましょう」

25×3=

25×4-lll

T

ま す か。

:

●

125×10=2501

並んでいるカー ドにはどんなきま りがあ り

検
討
集 団 解 決

「どんなきまりが

あるのだろう」

「このきまりが使

えそうだ、」

T

T

す 。

T

T

◎ 気 付い た こ とを発 表 し合 う。

どん な きま りがあ りま した か。

0答 えが どれ もはんぱ のな い数 です。

はんぱの ない数 とは ど うい うことですか。

①答 えの一 の位 が0と5だ けです。

②答 えが25ず つ増 えてい ます。

③1っ お きに50、100、150、200と な ってい ま

④ 十の位 と一 の位 が 「25、50、75、00」 の 繰 り

返 しにな ってい るよ。

⑤25x4は ち ょ うど100に な る よ。

⑥25×8は ち ょ うど200だ よ。

04段 ご とに100、200と な っている よ。

で は300や400も 出 て きますか。

025×12=300に な るよ。

04ご とに100ず つ 増 えてい るよ。

⑦4の 段 の答 え をか ける と100、200、300と 増

えてい くね 。

⑧式 にす る と25に4×2や4×3を かけ てい る

こ とに なる。

どの きま りが一番使 えそ うかな。

04で 割 りきれ る数 をか ける と100、200と 増

えてい くか ら、かけ る数 が大 きくな って も計

算が簡 単だ ね。

《 指 導 の 工 夫 ③ 》

※25の 便利 さ として、主 に④ と⑦ に

気 付かせ る。

※4枚 ず つで100、200と な るこ と

が視覚 的 に分 か るよ うに25マ ス

(5×5)の 画 用紙 を用 意す る。

※図 を掲示 して、4枚 合 わせ ると

10×10で100の か たま りに なるこ

とをお さえ る。

巨5×4=10叫國 圏 國 圏 國 團

5×8=20國 國 團 圏 國 國

珍5x12=3001100100100

囲 発表 されたきま りの意味を理解
している。

△それ ぞれの考 えの関連性 を見付

けさせる。

▲発表 されたきま りか ら一つを選

び、式 と言葉の意味を対応 させて

助言す る。
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発 探究 ◎25X(4X口)=○ の 乗 数 と積 との関係 を用い ※結合法則の式化は求めない.

展 「さっきのきま り

を使 って解決 し

てみよう」

て、発展的な問題を解決す る。

T唾]を 筆算 しないで計算 しましょう。

036は4で 割 りきれ る数だね。

匪125×4× 口を意識 して答 えを求
める。

△ 他の乗数の計算を行わせ る。

025x4x9に して求 め られ るよ。 ▲ 以 下の言葉かけをすることによ

り、36=4×9に 気付 かせ る。

※児童の実態に合わせて、かける数が4の 倍数で 「36は4の 段の答えにあ りますか。」

はあるが、4の 段ではない 画 を扱 うこと 「25は マスが4枚 のかたま りがいくつ

もで きる。 できますか。

ま

と

め

共 有

「25は便利な数

だね」

◎本 時の学 習感想 を ま とめ、発表 する。

〇十の位 と一 の位 が 「25、50、75、oo」 の 繰 り

返 しにな ってい ま した。

04で 割 りきれ る数 をか け る と100ず つ 増 え

囲25の 便利 さに関連 した感想を書

く 。

るか ら、暗算 しやすいです。

VI成 果 と課題

〈成果 〉

・数の見方の指導内容 を一覧表 に した ことで、数の見方が整理 で き重点を置いた指導 がで き

た。

・児童 の思考過程 に基づいた発問や支援 を工夫 した ことによ り、 自力解決や検討場面におい

て数 を多面的にみ る態度が育ってきた。

〈課題〉

・今後は、問題解決の場面で更に数の見方に着 目させ る発問や支援 にっいて追究 してい く。

関数の考えのよさに気付 く児童を育てる指導の工夫(第5学 年分科会)

1主 題設定の理 由

学習指導要領(平 成11年5月)算 数科 の 目標 に、 「日常の事象 につ いて見通 しをもち筋道を

立てて考 える能力を育てるこ と」とある。この ことについて、小学校 指導要領解説算数編p.17

では 「日常の事象について見通 しをもち筋道 を立てて考 えてい く際 には、 日常の事象 を数理的

に とらえる活動が伴 う。事象 を数理 的に とらえるとは、事象 の中に含 まれ る数 、量、図形な ど

の要素 に着 目して考察 し、探求 してい くことで ある。また、変化や 対応な どの関数の考 えや、

対象 を明確 にす るな どの集合の考 えなど、数学的 な考 え方 に着 目して考察 し、探究 してい くこ

とであ る。 このことも、算数 の重要 なね らいの一つである。」 と述べ られてい る。

しか し、 「平成16年 度 『児童 ・生徒 の学力向上を図るた めの調 査』」の結果では、関数的な

見方や考 え方を し、問題解決 を図 る力を育成す ることが課題 と して挙げ られている。 また授業

改 善の視点 として、二つの数量の対応や 変化に着 目し、図に表 した り、具体物を用いて調べた

りす る活動 の充実が指摘 され てい る。

さ らに、 目の前の児童の実態 として以 下の よ うなことがある。

・計算 問題には意欲的に取 り組 むが、 自ら進んで考えきま りを見付 けて式 を作 り出す よ うな課

題 には戸惑いを感 じてい る子がいる。

・答 え を出す ことも大切で はあるが、それ ばか りに とらわれ て考 えることその ものの楽 しさを

感 じていない子がい る。
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これ は 日頃の指導で依存 関係に着 目す る必要性のある課題 を選ぶ こと、具体物 を用いて調べ

た り図 に表 した りす る算数的活動 を積 極的に取 り入れ るこ と、 また、数量の関係 においてきま

りを見付 け問題解決す る よさを味わわせ ること等の指導が十分で ないためだ と考 えられる。

これ らの ことか ら、本分科 会で は、関数の考えの よさに気付 く児童 は、 自力 で解決 しよ うと

した り、考えることが楽 しい と感 じた りす る児童で あると考えた。そ こで、文部省指 導資料 「関

数 の考 え」(昭 和48年)に 述べ られ た教育的意義に基づ き、関数 の考 えの よさに気付 く指導を

工夫 してい くことが有効であ ると考 えた。

1【 研究のね らい

・ 児童が関数 の考えの よさを感 じるよ うな授業を提案す る。

・ 関数の考えのよさに気付 く児童 を育てるための効果的 な指導の工夫 を明 らかにす る
。

皿 研究の仮説

児童 が関数の考えのよ さを感 じることができるよ うに学習過程 を工夫 し、それ を踏まえた指

導を繰 り返 し行えば、 関数の考えのよ さに気付 く児童が育つであろ う。

W研 究の内容

1な ぜ 「関数の考え」 が重要なのか

児童の実態
O公 的な調査の結果,関 数的な見方や考え方をし、
問題解決 を図る力の育成が課題 として挙げられて
いる。
○計算問題には意欲的に取 り組むが、自ら進んで考
え、きま りを見付け式を作 り出す ような課題 には
戸惑いを感 じている児童がみ られる。
0答 えを求 めることに満足 してしまい、考えること
その ものに楽 しさを感 じられる児童が少ない。

指導上の課題

O依 存関係に着 目する必要性のある課題解決の機会を
増やす必要がある。
〇二つの数量や対応の変化に着 目し、具体物を用いて
調 べた り図に表 した りす る活動を増やす必要があ
る。
○きま り(規 則性)を 見付 け、問題解決するよさを味
わわせ るよ うな指導を更に工夫す る必要がある。

・購璽糠鯉 籔

関 数 の 考 え
「関数の考えとは、数量や図形について取 り扱 う際に、それ らの変化や対応の規則性に着目して

問題 を解決 してい く考えである。」 小学校学習指導要領解説 算数編(平 成11年 文部省)よ り

(1)関 数の考えの指導は、事象を科学的に考察 し処理する能力や態度 の育成をねらっている。

(2)算 数で指導される各内容を、関数の考えに立って考察することによって、その意味を一層 よく理解で

きる。毎 日指導する内容について、それを関数の考えに立って考察 してみることが大切である。

(3)事 象を数理的にとらえた り、新 しい概念をつ くった りす るときに、関数の考えはきわめて重要な働 き

をする。

(4)帰 納などによる推論をした り、事柄 を一般化 した りす るような場合に関数の考えは重要な働 きをす

る。

(5)関 数の考えは、図形の理解を深めることができる。それぞれの図形の定義はいわば、辺や角などの変

数に関 して一定の条件を述べたものであ り、その本質 において関数の考えによる考察が必要である。

小学校算数指導資料 「関数の考え」 〈1973文 部省)よ り一部抜粋

数学的な考え方はもちろん、

算数で目標 とする諸能力を育成する上できわめて重要であると考える。

一
目指す児童像

・自力で課題 を解決 できる子
・答 えを出すことだけでなく、考えることが楽 しい と感 じられ る子
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2関 数 の考 えの よ さ に気 付 くとは

児 童 が 「関数 の考 え」 の よ さを感 じる よ うに 、以 下 の学 習 過程 を考 えた 問題によって

○依 存 関係 に着 目す る。*す べてを考える場合

0関 数 関係 を明 らか に しよ うとす る。*こ のうちいくつかだけを考える場合

8灘 欝 諜 薯:癬 欝 習過程を行つたり'来たりする

学習過程 に照 ら し合わせて、児童の思考過程 を児童の言葉で表 したものが以 下の図であ る。学習過程 を通 して、きま りを見付 けた り、問題解

決 できた りす る喜びを経験す ることを 「関数 の考 えの よさを感 じる」段階 と考 えた。 さらに、.この学習過程 を踏 まえた指導を繰 り返 し行 うこ と
によ り、児童が関数の考 えを問題解決の手段 の一つ とす る。 これ を 「関数の考 えの よさに気付 く」段 階 と考 えた。児童の思考過程 は、課題や依

存 関係 に着 目す る場面な どによって入れ替わるこ ともあるが、基本 とな るもの として一つの型 を提示 し、それ に基づ く実践例(第5学 年)を 挙
げる。

1

一
㎝

ー

働 駁の考えの
よさを纏じる学醐 捏

依艘 孫κ
音βする

暫数灘孫をefiらか
た'乙よ うとナる

畢

響
繋

児童の思考過程

関係付けるときまりがありそうだ
塁

ある場合で考えよう

畢
いろいろな場合で考えよう

畢

きまりを見付けてみよう

旦

他の場合でたしかめてみよう

畢
どんな場合でも使えるきまりが

ありそうだ

墨
きまりを使ってみよう

尋
きまりを使ったら簡巣にできた

<実 例1>

大きさの等 しい分数を見付けよう

大きさの等しい分数どうしにはきま りがあ りそうだ。

恩

⊥と等 しい大きさの分数どうしで考えよう。

⊥1⊥ …、等、い大塁 の分数どうしで考えよう.
34

畢

分子が2,3倍 …になると分母も2、3倍 だ。

母

全 でもこのきまりがあった。

○ .旦

見付けたきまりはいつでも使えるぞ。

3r8一 な どと大きさの等 しい分数を見付けよう
。4

rゆ

簡単だ。答えは 豆 β 、星 …だ。
812且6

<実 例2>

多角形の内角の和のひみつを見付 けよう

多角形の内角の和と分けられ る三角形の数にはきまりが

ありそ うだ。 、毎 レ

五角形で考えよう。

品

四角形、六角形、七角形…で考えよう。

畢

多角形の内角の和=180ex _鯉

畢 分けられる三角吻 数

ロ角形でも、この式で求められた。

畢

見付けたきまりはいつでも使えるぞ。

畢

百角形などの内角の和を考えよう。

畢

分かった。180×(100-2)で17640◎ だ。

爆ヴ数の孝 えのよさを感 じる

画 簡単にできた 画 次に使えそう

、 」'醒、・パ'・ 斡

襯 数の考えのよさ」仁気付 ぐ

〔 こうやって考えればいいんだな]



3児 童 が関数の考えのよさを感 じるのに効果的な学習場面例(第5学 年)

関数の考えの よさに気付 く児童 を育てるためには、以下の よ うな学習場面で関数 の考えの

よさを感 じる経験 を積 み重ねてい くとよい と考えた。

領域 内容 学 習 場 面

A

数と

計算

偶数と奇数
・整数の分類 と除法 のあま りとの関係 を明 らかにす ることで、整数の性質の

理解を深 める。

小 数の かけ算
・わ り算

・被乗数(被 除数)と 乗数(除 数)に 小数 が含 まれ る計算の積 と、被乗数(被

除数)、 乗数(除 数)の 小数点の位 置の変わ り方のきま りを理解 する。

分 数の た し算
・ひ き算

・大 きさの等 しい分数の分母 と分子の間にあるきま りをとらえ、分数の相等

関係を理解する。

B

量 と

測定

平行四辺形と

三角形の面積

・平行四辺形や三角形の底辺が決まっている とき、高さが2倍 、3倍 …にな

る と、面積 も2倍 、3倍 …になるこ とを理解す る。

円の面積 ・円の半径 と面積 の関係 を とらえ、円の求積公式を理解す る。

C

図形

垂 直 ・平行 と

四角形

・二直線が交わってできる二つの角の関係 を とらえ、 「垂直」を理解す る。
・四角形 の辺や角 を変化 させ る中で、四角形の相互関係 を理解す る。

三角形の角

多角形の角

・三角形 の一つ の角を固定 し他 の二角 を変化 させ ることで、三角形の内角の

和が一定であるこ とを理解す る。
・三角形 の内角の和 をもとに して、多角形 の内角 の和の求め方を理解す る。

円周 ・直径が2倍 、3倍 になると円周 も2倍 、3倍 となることを理解す る。

D

数量
関係

百分率 と

グラフ
・資料 を全体 と部分の関係 として とらえて、数量の比べ方を考える。

4関 数のよさを感 じさせ る指導の工夫

関数の考 えのよ さを感 じるよ うな学習過程 を踏まえ、関数の考 えの よさに気付 く児童を育

てるた めに、本分科会では以下の指導の工夫 を考 えた。

0 関数の考えの目標を立てる ④ 活動を工夫する
・意図的に関数 の考 えの学習 目標 を立てる。 ・カ ー ドな どを 工夫 し、並 び 替

② 課題および課題提示を工夫する
えができるよ うにす る。
・数 直線図や面積図 、表、グラ

・プ レゼ ンテ ー シ ョン ソフ トを 活 用 し、伴 って変 フな どを取 り入れ 、 自分 の考
わる様子を連続 して提示す る。 えを表現できるよ うにす る。
・口な どを使い、伴 って変わ る二つの量を意識 さ ・デ ー タを多 く集 めるた めにグ

せ る問題 を提示す る。 ル ープ活動を取 り入れ る。
・条件不足や条件過剰 の問題 を提示す る。 ⑤ 児童の考え方を価値付ける

③ 発問を工夫する
・児 童の思考の特長 を明 らか に

〈依存関係に着目する場面〉 す る。
・変 わ るもの と変 わ らない ものを見付 け させ る。 ・児童 のそれぞれの考 えを分類

・どれ とどれ が関係す るのかを考え させ る。 整理 す る。

・何 を決めれば、何 が決 まるのか を考 えさせ る。 ⑥ きま りの よ さを感 じ られ るよ
〈関数関係を活用する場面〉 うにす る
・見付 けた きま りを使 って解決 で きる問題 を考 ・きま りを使わなけれ ばで きな

え させ る。 い問題や きま りを使 うと便利

・課 題で変え られ る条件 を問 う。 な問題 を工夫す る。
・き ま りの 一般 性 を確 か め させ る。

・児童が条件 を変 えた問題 作 り

〈関数関係を明らかにする場面〉 をす る場面を設定す る。
・きま りを見付 ける方法 を考 えさせ る。
・見付けたきま りを整理 させ る。

1・ きま りを見付 けることの有用性 を問 う。
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5実 践事例

1単 元名 「図形の角 」 ～ 直角三角形のひみつを見付け よ う ～

目抜きの数字 はP14の 指導の工夫 と対応2本時 の 目標

・ 直角三角形 は、直角以外 の2角 の和が90。 であるこ とを理解する。

圃 調 べた角度か らきま りを見付 け、きま りを使 って問題 を解 くよ さを感 じる。

0関 数の考えの目標を立てる

3本 時の展 開 △学習状況が十分満足できる児童への支援 ▲努力を要する児童への支援

習

程

学

過

依
存
関
係
に
着
目
す
る

学習活動(◎)及 び

主な発問Tと 児童の反応C

1課 題 を把握す る

◎ 直角三角形の角の変化に着 目す る。

T

C

T

アイ ウは何 とい う形ですか。

直角三角形 です。

ムアイ ウの点ウを動か していきます。

見 て気付いた ことを後 で発表 して く

ださい。

主題 との関運 ⊂=⊃ 個への支援(△ ▲)

指導上の留意点(※)評 価(囲)

T

C

C

C

C

T

T

直角三角形の様子 で、何か気付 いた こ

とはあ りませんか。

辺イ ウ、辺ア ウの長 さが だんだん長 く

なっていった。

直角三角形の大 きさ(面 積)が だんだ

ん大きくなっていた。

角の大きさが変わ っていた。

角 ウがだんだん大 きくなった。

では、今出た意見が正 しいか、 も う一

度見て確かめま しょう。

では、直角三角形の角のひみつ を見付

けてみま しょう。

※ プ レゼ ンテー シ ョン ソフ トを活用 し、頂

点 ウを動か してい くことで、辺 の長 さや

面積の変化、角 の変化 をとらえやす くす

る。

② 伴 って変 わ る様 子 を連続 して提示

す るこ とに よ り依 存関係 にあるものの

変化 をイメー ジできるよ うにす る。

'こ ごこミ
、一

③ 「変わ って い くもの」 ではな く 「気

付 いた こと」 と発問す る ことによ り、

変 わる もの と変 わ らない ものを とらえ

られ るよ うにす る。

1調直角三角形 の辺 ・角 ・面積な どの、伴っ
て変わ る二量を見付 けることができる。

(発言)

▲角 の変化 に着 目できなかった児童には、

再度 プ レゼ ンテーシ ョンを見せ る。

直 角三 角形 の角 のひみ つ を見 つ けよ う。

2解 決す る

◎角度 をはか り、きま りを見付け る。

Tこ れは、頂点 ウを動か した時 のある時

にできる直角三角形です。

班 ごとに協力 して直角三角形の角のひ

みつを見付 けてみ ま しょう。

T班 活動の手順 を説 明す る。

◎二つの角 を測 り、依存関係が あるか考え

る。

④ 角の変 化が規則的ではない10種 類
の直 角三角形の角度 を測定する ことに

よ り、 きま りを正 しく見付 けられ るよ

うにす る。

〈直角 三角形 〉ア臣

＼
イ ウ

〈カー ド〉

ア 52。

ウ 38。
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関
数

関
係
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
す
る

・
関
数
関
係
を
表

現
す
る

◎調べた二つの角 の変化 をグル ープで整理

す る。

◎ 直角三角形の角 のきま りを見付 ける。

【組み合わせ る】

《きま り1》

C角 ア と角 ウが反対 にな っている。

35。 55。

55。 350

【小 さい順 または大 きい順 に並べ る】

20。 25。 28。 35。

1

70。 65。 62。 55。

《きま り2》

C角 ア と角 ウは同 じ数だ け増 えた り減っ

た りす る。

《きま り3》

C角 ア+角 ウ=90。

3発 表 ・検討す る

◎ きま りを発表 しまとめ る。

T見 付 けたひみ つを 発表 しま しょう。

◎ きま りご とにホ ワイ トボー ドを使 ってき

ま りを発表す る。

Cひ みつには、 こんなきま りがあった。

T同 じきま りの書いてあるホワイ トボー

ドをみんなに見せ て くだ さい。

Tき ま りが他 の場合でも言 えるかな。

4活 用す る

◎見付けた きま りを用いて問題 を考 える。

④ 角の計 測(デ ー タ集め)を 班 ごとの

活動 にす ることによ り、多 くのデー タ

を短時間で集 め られ るよ うにす る。

④ 一 つの直 角三角形 の二 つの角を1
枚 のカー ドに書 くことによ り、カー ド

を並 び替え られ るよ うに し、多様なき

ま りを見付 けられ るよ うにす る。

※班 できま りを見付けることに よ り、測定

の誤差 に気付 き、測定値 を修正 した り、

きま りにっいて学び合 った りできるよ う

にす る。

※誤差が大き く、きま りが見付か らない班

に は、再度測 るよ うに指示す る。

囲 「直角三角形 の直角以外 の角度の和は、
90。 に な る」 とい うき ま りを見付 け る こ

とがで き る。(ホ ワイ トボー ド ・発 言)

△見付 けた きま りを説明で き るよ うに促 す。

▲ カー ドを順序 よ く並 べ るよ う助 言す る。

鱗 橿欝 鶴 式で表すこと〕

、③ きま りの一般性 を問 う発問 をす る・1

関
数
関
係
を
活
用
す
る

⑥ きま りを使 わな けれ ばで きな い問

題 を解 くことによ り、きま りを見付 け

るよさを感 じられ るようにする。

ア 20 25 28 35

1

ウ 70 65 62 55

Tこ の表 の続 き は ど うな るか な。

C角 ア+角 ウ=90。 だ か ら、角 ア が87。

の とき角 ウは3。 です 。

C角 ア が200増 え て55。 の とき、 角 ウは

200減 るか ら、35。 です 。

C角 ア は 、90。 よ り小 さい 角度 じゃ な い

と三角形 に は な りませ ん。

T今 日の学 習 の感 想 を書 き ま しょ う。

C角 ア+角 ウ=90。 を使 う と、 測 らな く

て も計 算 で 角度 が 分 か る か ら便利 だ 。

C他 の 三角 形 や 四角 形 の角 に は 、ひ み つ

がな い のか調 べ てみ た い です 。

※前後に児童が 自由に書 けるような表 を用

意 してお き、きま りを使 って表 を作 るこ

とがで きるようにしてお く。

囲 きま りを使って問題を解 くことができる。
△角ア と角 ウの変域 を考 えるよ う促す。

▲見付 けたきま りを確認 し一方 の角が ○。

の とき、も う一方 の角が何度 にな るか考

えさせ る。

囲 きま りを使 って問題 を解 くよさを感 じて
い る 。(ノ ー ト)
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VI成 果 と課題

く成果 〉

・児 童が関数の考 えの よさを感 じられ るように工夫 した学習過程 を踏まえた授 業モデルを作成

し、指導の工夫 を明 らかにす ることができた。

・関数の考えのよ さを感 じた経験 を生か して、児童 自らきま りを見付け課題解決 しよ うとす る

姿が 見 られた。 さらに、新 しい学習場面を考 え出そ うとす る児童 も見 られ るよ うになった。

〈課題 〉

・関数 関係 を活用す る場面で扱 う問題 は、見付 けた きま りを式に表 して使 うだ けでな く、関数

関係 自体 を活用できるよ うな ものを工夫する必要がある。

・第5学 年 の関数の考 えの よさを感 じるの に効果的な学習場 面につ いては、今後 も検証を続 け

精選 す る。 さらに、他学年で も効 果的 な学習揚面について検 証 してい く必要がある。

1既習事項を活用するカを高める指導の工夫(第6学 年分科会)1

1主 題設定の理 由

小学校学習指導要領解説算数編(平 成11年5月)、 算数科 改訂 の趣 旨には、算数 とい う教

科の特性か ら 「新 しい内容を学習す る際には、それまでに学習 して きたこ とを基 に して、そ

れに積 み重ね発展 させ る形 で学習 を進 めてい くこ とで、児 童の 自ら工夫 した り、考 えた りす

る力 を高めてい くよ うにす ることが 大切であ る。(P.5一 部要約)」 と書かれている。

しか し、 「平成15年 度 小 中学校教育課程実施状況調査 」の結果 において児童は既習事項

と新 しい学習 内容 とを結 び付 けて考 える意識 について課題 が あることが あげ られてい る。 ま

た、 日頃の指導 においても、問題解 決場面や見通 しの段階で、既習事項 と結び付 けて解決方

法を 自ら見出す ことに戸惑 う児童の姿が見 られ る。 これ は、解決 に必要 な既習事項を選び、

活用 させ るための指導が十分 ではない こ とが原因の一つ にある と考 えられ る。第6学 年の学

習内容は小学校における算数学習 の集大成 と言えるものであ り、既習事項を活用す る場 面が

多 い。問題解決場面において第6学 年 の児童が戸惑 う際の要因は、多 くの既習事項 か ら必要

な ものを選び出す ことの難 しさにあ ると考 え られる。そ こで本分科会は、多数 ある既習事項

か ら必要なものを適切 に選 び活用す るカ を育 てることが重要だ と考え、本主題 を設定 した。

また、本分科会 は、算数教育 において 「数 と計算」領域 での指導の果たす役割の大 きさに

着 目した。 「数 と計算」領域 は他 の領域 を支 え、同時に他 の領域 に支え られ ているとい う関

係 にある。 そ こで、個 に応 じた指導 の手 だて を具体的 に講 じるために、 「数 と計算」領域の

中で も児童が多数 ある既習事項か ら必要 なもの を選 び出す ことが難 しい と思 われ る 「計算の

仕方 を考える」学習 に しぼって本研 究を行 うこととした。

皿 研究のね らい

計算の仕方を考える学習において、児童の既 習事項 を活用す る力 を高める指導 の在 り方を

提案す る。
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巴羅1叢灘 瓢 董灘 叢麟 糠 辮 酬 ナ
W研 究の内容

1既 習事 項 を 「数 の見方」r計 算の意味」 「計算の性 質」 という三つの視点で分類する

(1)既 習事項 を分類す る意義

問題 解決楊 面で、前 に学習 した こ とで似 た ような ものはないか、同 じ考え方がここでも使

えないか、な どと類推 的に考えるのが、既習事項 を活用 して考 える児童の姿である。しか し、

学年 が上 がるに したがって既習事項が増 えて くるため、問題解決場面 において児童はどの既

習事項 を どのよ うに活用すれば よいか 見通 しを立 てに くい。 そこで、多 くの既習事項をい く

っかの視 点で分類 した方が、児童 が既習事項を活用 しやすい と考 えた。

また、既習事項 をい くつか の視 点で分類 してお く方が、児童 の考 えの基 とな る既習事項 を'

教師が把握 しやす くな り、支援 をす る際に役立っ と考 えた。

(2)三 つの視点で分類す る理由

計算 の仕方 を考 える学習 では、数 の見方を活用 した り、計算の意味について理解 した り、

計算 の性質 を生か した りして考 えるこ とが多い。 そ こで、 「数の見方」 「計算の意 味」 「計

算 の性質」 とい う視点で既習事項 を分類す る。

〈 児 童 の 言 葉 で ま とめ た 既 習 事 項 を 三 つの 視 点 で 分 類 した 例 〉

「数の 見 方 」

例:12の 見 方 → 「10十2」 「3の 倍 数 」 「2×2×3j「120÷10」 な ど

2.5の 見 方 → 「2+0.5」 「O,1×25」 「25÷10」 な ど

「計 算 の意 味 」

例:ひ き算 → 「残 りの 量 を求 め る」 「ちが い を求 める 」な ど

か け算 → 「ひ とつ 分 ×い くつ分 」 「倍 の考 え」 な ど

「計算 の性 質 」

例:交 換 法 則 → 「A+B=B+A」 「A×B=B×A」

分 配 法 則 → 「A×(B十C)=A×B十A×Cl

2指 導の工夫

児童 に三つの視 点を意識付 けるために、以下のよ うな指導 を行 う。

(1)分 類の視 点を明 らか にする

児童が分類 の視 点を明 らかにす るた めには、まず、 「数の見方」 「計算の意味」 「計算 の

性質」 とい う三つの視 点を教師が意識 す ることが大切で ある。次に、問題解決場面にお ける

児童 の考 えを予想 し、その考えに活用 される既習事項が どの視点 に分類 されるのかを把握 し

てお く。 そ して、児童が 自らの考 えを振 り返 るときに、 どの視点の既習事項を活用 して考え

たかが分 かるよ う繰 り返 し支援す ることで、徐々に児童 にも分類 の視点が明 らかになって く

ると考 える。
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(2)分 類 の視点を使 えるようにす る

① 学習過程において 、解決 の状況に応 じた支援の計画 を立て る

計算 の仕方 を考 える学習 において、見通 しの段階では解決 に迫 る方法 を三っの視点か ら

選び 、それを記述 させ る時間 を確保す る。三つの視 点が解 決 に役立つ経験 を繰 り返す こと

で、視点 に着 目す る意識が高 まって くる。 また、振 り返 りの段階では どの視点か ら解決に

迫れ たか を再確認す るこ とで 、三つ の視点を活用す る意識が高 まる。計算 の仕方を考 える

学習 以外 の授業 にお いて も、三つの視点 に分類でき る既習事項 を取 り扱 う際 には、 「数の

見方 を使 ったのです ね」 な どと視点を確認す ることが大切で ある。

過

程

課

題
把

握

・
見
通

し

自

力

解

決

発
表

・
検

討

振

り

返

り

児童の学習活動 ⊂==コ と 支援計画の流れ ⊆=⊃一 一
問題解決 に活用す る方法を、三つの視点の中か ら決 める。

数 の 計算 の 計 算 の

見方 意 味 きま り

※ 「計算の性質」を、児童 は 「計算のきま り」と

呼ぶことにした。

選択する ことが定着す るまでは全員に

視点を記述 させ る。 「選んだ視点をノ
ー トに書 きま しょう」

※ノー トの記述内容 を評価に生かす。

〔 自分で視点を決め・解決を図る}

↓↓ ↓L.じ

〕
!、

自力解決

できる
㌧ ノ

〔 自力鰍 できない
'、

視点を うまく

使 いこなせない
㌧ ノ

「 、

視点を修正する
必要がある
Lノ

論 方法によ
る解決を促す。

「他 の方法でも

同 じ結果になる

かな?」

訟
選 んだ視 点につ しい

て知識 を補充す る。
「3で 割 る とは ど

ういうことかな?」

行 き詰まった、

点を明らか に

させ、視点の

修正 を促す。

:視 点が決められない 〕

三つの視点を具体

的に想起 させたり

確認 した りする。
r三つの視点が

ありましたね」
r掲示物を見て

ごらん。」

C

C

C

C

「数 の見方」を使 って、○○ と考 えま した。

「計算 の意味」か ら、OOを 使いま した。

「計算 のきま り」 か ら、○○を使いま した。

「数の見方」 を使ってOOと 考えたあと、

「計算 のきま り」のOOを 使いま した。

選んだ視点を明 らかに しなが ら発

表 し合 うことで、三つの視点を使

った多様な解決方法があることに

気付かせる。

C:計 算の仕方 を考 える時は、

三っの視点 をヒン トにすれば

解決できそ うです。

C:今 度は数 の見方か ら考 え始 めてみたい。

C:最 初は○○で解決 しよ うとしていた

けれ ど、他の視点 で考 え直 しま した。

多様な解決方法で活用した既習事項を

三つの視点で分類することによって、

それ らの視点を使って解決できた こと

を児童に意識付ける。

※見通 し段階での自らの考えと比較さ

せる ことにより自己評価を行 うことも

できる。

C:OOは 計算 のきま りに分類 され ると分かった。
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② 解決に使 った既習事項 を分類 し、掲示物等にま とめる

実際 に問題解決場面で使 った既習事項 を児童の言葉 でま とめ、視点 ごとに分類 し、掲示

す る。そ うす ることで、児童 は既習事項 を振 り返 りやす い。 このこ とに より、視点を決め

られな かった り、解決 の見通 しが立たなかった りす る児 童 には、 「掲示物 を見て考えて ご

らん。」 「掲示物に書い てあ る視 点の中の考えか ら選んで ご らん。」な どと、既習事項に

着 目させ ることができる。

児童 に考 え方をす べて教 えて しま うのではな く、考 える切 り口を与 えるとい う支援 を行

うのである。

既習事項を分類した掲示例

数の見方 計算の意味 計算のきま り(計 算の性質)

割 り算の意味 かけ算のきま り

例 ・÷ の見方
例:12÷3 O交 換 しても答えは等 しい

012を 同 じ数ずつ3つ に分け 2×3=3×2

○単位分数のたし算 る

⊥+⊥+⊥+⊥
5555

口 ×3=12
0か っこの位置 を変えても

000000 答えは等 しい

O単 位分数のい くつ分
000000

(2×3)×4==2×(3×4)

⊥ ×4
5 012を3つ ずつ に分 ける

3× 口=12 O分 解 しても答えは等 しい

O割 り算 で表す ・小数に

直す (垂)(亟)
2×(3十4)=2×3一 ト2×4

4÷5=0.8 (@)(亜) 割 り算のきま り

O割 る数 と割 られ る数に同

O大 き さの等 しい分数 0ロ を3倍 した数が12
じ数 を か けて も、 同 じ数

分母 と分子に同 じ数 口 ×3=12 で割 っても商 は変わ らな

をか けて も、同 じ数で
→12÷3=口

い 。

割 っ て も大 き さは 変 12÷4=(12×5)÷(4×5)

わ らな い

81216

101520

012を □で 割 る と3

12÷ 口=3

→12÷3=口

=(12÷2)÷(4÷2)

.騨
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V実 践事 例

6年 「分数のかけ算 とわ り算(ユ)」(5/7)

1本 時のね らい
・ 「数の見方」 「計算の意 味」 「計算のきま り」 とい う三つの視点で分類 した既習事項 を

使 って、(分数)÷(整 数)の計算の仕方 を考 えるこ とがで きる。
・(分数)÷(整 数)の 計算 の仕方 を理解す る。

2本 時の展開 △学習状況が十分満足できる児童への支援 ▲努力を要する児童への支援

学習過程

1.課 題把 握

2.見 通 し

発問(T)補 助発 問(◎)児 童の反応(C)

T前 の時間には 「数の見方」や 「割 り算の意味」か ら考え

て、分数÷整数の計算の仕方は分子 を整数で割 る とい う

方法 を見つけましたね。今 日はこの計算 の方法を使 って

次の計算を しま しょう。

C前 の時間の方法が使えるだろうか。

C分 子が整数で割 りきれない問題はどうするのだろ う。

∠L÷3の 計算の仕方を考え よ う
5

C前 に時 間 の方 法が使 えそ うもない。前 の時間 に使 った方

法 と違 う方法 を使 ってみ よ う。

T計 画 をノー トに書いてみ よ う。

◎ 「数 の見方J「 計 算の意 味」 「計算 のきま り」 の うち

まず 、 どの方 法 を使 うか ノー トに書 いてみ よ う。

評評価、※留意点

△▲個への支援

※事前 に学習感想

か ら左記 のよ うな

児 童 を把握 してお

く。

匪隊習事項を活用
しようとしているし

(関)
△ 三っ の視点 が整

理 され ている掲示

物などを見せ、見通

しをもたせる。

3

。

÷

る

)

見

1

5

1

5

と

十

蝋
侍
噌

紹

1

5

4

5

、
+
5
、

5

÷

十

f

5
婿

脆

十

と

ー

⊥

5

M

攣

耗
唱

3

◎ とし の 味を考 えてみ よ う。」

◎数 直線図や面積

図、同値分数から考

える等を助魯す る。

3十 一 ÷3十 一 ÷35

÷ ÷3-(÷ ・4)÷3

=⊥ ×(4÷3)
5

14=一 ×-
53

○ ∠L=s=ユ 旦
10155

44×3
=3∴』

τ

と見 る 。

÷3
5×3

4×3÷3

※計算のきま りも活用 している
冒ことに気付かせたい

。

111

151515

1
4
T÷3=1-×4)÷3

⇒ 一(τ ÷3)・4

※分数×分数が未習の場合は

別の方法への修正を行う。

5×3

4

5×3

4

15

40-=一==4÷5=0 .8と 見 る。
b

∠L÷3。=O,8÷3

5=(0
.8×10)÷(3×10)

=8÷30

8

30

4

15
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計 算 の 意 味 ◎r割 り算 とは どんな意味の計算で したか。 」

4
0Tを3等 分する。 (等分除)

4騒
⇒ 卿 懸/擁

→猛

猛 懸1つ 分は

猛 懸
まず ÷ を3つ に分ける・残 った ÷ を3等 分する・

0一 生 は3の 何倍か。(包 含除)
5,

o⊥ の 中に3が い くつ 入 るか(同 数 累減)
5

⊥+⊥=-9-+⊥
5151515

4

15

@同 値 分数を生か して考えを

進 める時には 「数の見方」も活

用 しているこ とに も気付かせ

たい。

1計算 の き ま りi◎ 「割 り算 の計算 には どんなきま りがあ りますか」

割る数 と割 られる数に同 じ数 をかけても答えは変わ らないきま りを使 う。

A.÷3=(∠L×5)÷(3×5)
55

=4÷15

4

一
15

囲 既習事項を基に、計算の仕方を考え、解決する。(考)

△分か りやす く説明できるように、活用 した既習
事項を明らかにす るように促す。
▲まず数の見方の同値分数の考え方を想起させる。

4.発 表 ・検 討

5.ま とめ

振 り返 り

T計 算の答えはい くつですか。

Tど の ように して計算 したか発表 しま しょう。

cr数 の見方」を使 って、分子が整数で割 りきれ る大 きさの

等 しい分数 にして計算 しま した。

C割 り算の 「計算のきま り」を使って考えて、分数 を整数

に してか ら計算 しました。

T分 数 を整数で割る方法をまとめます。

C計 算の結果はどれ も分母に整数をかけていることになる。

丁今 日の課題 とその解決の仕方を振 り返 りま しょう。

C「分子が整数で割 り切れない分黎ナ整数の計算の仕方」を

考えるこ とができた。

T自 分一人一人の考えを振 り返 り、考えの基になっている

ことを見付 けま しょう。 これまでの学習か ら今 日使 えた

ことや、今後の学習に使 えそ うなことをノー トに書いて

整理 してお きましょう。

C「 数の見方」の中でも、いろいろな見方で解決できる。

cr数 の見方」か ら始めたけれど、計算の途中で 「計算のき

ま り」も使 うことに気が付いた。

C今 度は 「計算のきまり」から考え始めてみたい。

評 自らの考えの基

になる既 習事 項 を

明らかにしなが ら、

説明したり、友達の

考えを理解 した り

する。(考)

△友達の考 え方 の

墓になって いる既'習事
項 を明 らか に

するよう助言す る。

▲掲示物等 を参考

に、自らの考 えを順

序立て て ノー トに

書かせる。

※三っ の視点 か ら

考 え始 めた こ とを

振 り返 らせる。

VI成 果 と課 題

〈成果 〉 ・既習事項 を三つ の視点で分類 し、それを意識付け る指導 を繰 り返 し行 うことで、児

童 の既習事項 を活用 しよ うとす る姿が多 く見 られ る ようになった。

〈課題 〉 ・他学年の計 算の仕方 を考 える学習でも、既習事項 を三つ の視点に分類 して指導す る

ことが既 習事項 を活用す るカを高 めることにつながるか今後 も研究を進 めて いく。

・計算 の仕方 を考える学習以外 でも三つの視点が効果的 であるかを追究 してい く
。
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教育研究員名簿(算 数)

分科会 地 区 学 校 名 氏 名

低
学

新 宿 区

大 田 区
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分
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△
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小 平 市 立 学 園 東 小 学 校
森 和 子

松 山 陽 一
試
稲 城 市 稲 城 市 立 稲 城 第 二 小 学 校 畠 中 勝 美

第
5
学

江 東 区

品 川 区

北 区

江 東 区 立 豊 洲 小 学 校

品 川 区 立 大 井 第 一 小 学 校

北 区 立 滝 野 川 第 一 小 学 校

関 口 祝 子

國 米 典 子

外 山 俊 吾

年 板 橋 区 板 橋 区 立 志 村 小 学 校 山 西 福 順
分
科
ム

八 王 子 市

武 蔵 野 市

八 王 子 市 立 山 田 小 学 校

武 蔵 野 市 立 第 四 小 学 校

○ 村 田 昌 之

平 井 純 子
胃

あ き る 野 市 あ き る 野 市 立 西 秋 留 小 学 校 川 端 幸 子

讐
目 黒 区

世 田 谷 区

目 黒 区 立 上 目 黒 小 学 校

世 田 谷 区 立 烏 山 北 小 学 校

丸 山 文 生

原 寿 子
学
年
分

江 戸 川 区

八 王 子 市

江 戸 川 区 立 第 二 松 江 小 学 校

八 王 子 市 立 高 倉 小 学 校

○ 重 久 顕 宏

水 野 竜 介

黎 立 川 市

東 大 和 市

立 川 市 立 南 砂 小 学 校

東 大 和 市 立 第 七 小 学 校

矢 部 久 美 子

白 潮 薫

○分科会世話人

(担当)東 京都教職員研修センター指導主事 荒谷 弘喜

東京都教職員研修センター指導主事 宇賀神礼子
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